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（目的） 

１ この決定は、筑波大学における学生生活、教育活動等に関する事項を学士課程の学生（以下

「学生」という。）が討議し、学生の意向を反映させるため自主的に運営される学生組織等

について定めることを目的とする。 

 

（組織） 

２ 学生により自主的に運営される組織として、次に掲げる学生組織を置く。 

(1) クラスに、当該クラスの学生により自主的に運営される組織として、クラス会議を置く。 

(2) 学類、体育専門学群、芸術専門学群、学際サイエンス・デザイン専門学群又は総合学域群

（以下「学類等」という。）ごとに、クラス会議が選出したクラス代表により自主的に運

営される組織として、クラス代表者会議を置く。 

(3) 筑波大学に、クラス代表者会議が選出した議長及び副議長により自主的に運営される組織

として、全学学類・専門学群・総合学域群代表者会議を置く。 

(4) 全学学類・専門学群・総合学域群代表者会議は、「全代会」と呼称することができる。 

 

（クラス会議） 

３ クラス会議は、学生生活及び教育に関する事項等について討議し、意見等をまとめる。 

 

４ クラス会議は、構成員の３分の２以上の出席により成立し、出席者の過半数によって意見

をまとめる。この場合において、委任状及び代理出席は認めない。 

 

５ 第７項に規定するクラス代表は、クラス会議を開催するときは、当該クラスのクラス担任

教員に届け出なければならない。 

 

６ クラス担任教員は、当該クラスのクラス会議に随時出席することができる。 

 

（クラス代表） 

７ クラス会議は、次に掲げる方法による選挙により、原則として構成員２０人につき１人の

割合の員数のクラス代表を選出する。 

(1) 選挙は、構成員の３分の２以上の投票がなければ成立しない。 

(2) 不在者投票及び代理投票は認めない。 

(3) 構成員の過半数の得票者をクラス代表とする。ただし、過半数の得票者がないときは、決

選投票による。 

 

８ クラス代表は、クラスの学生を代表し、クラス代表者会議においてクラス会議での意見等

を述べる。 



 

 

９ クラス会議は、クラス代表を選出したときは、当該クラスが置かれる学類等の長（以下 

「学類長等」という。）及び当該クラスのクラス担任教員にその旨を報告しなければならな

い。 

 

（クラス代表者会議） 

１０ クラス代表者会議は、クラス会議での意見等について討議し、意見等をまとめる。 

 
１１ クラス代表者会議に議長及び副議長を置く。 

 

１２ クラス代表者会議は、構成員の３分の２以上の出席により成立し、出席者の過半数によ

 って意見をまとめる。この場合において、委任状及び代理出席は認めない。 

 

１３ 議長は、クラス代表者会議を開催するときは、学類長等に届け出なければならない。 

 
（クラス代表者会議の議長及び副議長の選出等） 

１４ クラス代表者会議は、次に掲げる方法による選挙により、議長１人及び副議長２人を選

 出する。 

(1) 選挙は、構成員の３分の２以上の投票がなければ成立しない。 

(2) 不在者投票及び代理投票は認めない。 

(3) 構成員の過半数の得票者をそれぞれ議長及び副議長とする。ただし、過半数の得票者がな

いときは、決選投票による。 

 

１５ クラス代表者会議は、前項により議長及び副議長を選出したときは、当該学類長等にその

旨を報告しなければならない。 

 
１６ 議長は、学類長等にクラス代表者会議でまとめた意見を報告する。 

 

１７ クラス代表者会議の議長及び副議長は、学類等の学生を代表し、全学学類・専門学群・総

合学域群代表者会議（以下「全代会」という。）においてクラス代表者会議での意見等を述

べる。 

 

 
（全代会） 

１８ 全代会は、全学にわたる学生生活及び教育に関する事項等について討議し、意見等をまと

める。 

 

１９ 全代会に議長及び副議長を置く。 

 

２０ 全代会は、構成員の過半数の出席により成立し、構成員の過半数によって意見をまとめ

る。この場合において、委任状は認めない。 

 

２１ 全代会は、構成員が授業等によりやむを得ず出席できない場合には、所属するクラス代表

者会議の議長からの推薦に基づき全代会の議長が承認した場合に限り、代理出席を認める

ことができる。この場合において、代理出席者は全代会の議決権を有する。 



 

 

２２ 次項に規定する議長は、全代会を開催するときは、学生を担当する副学長（以下「担当副

学長」という。）に届け出なければならない。 

 

（全代会の議長及び副議長の選出） 

２３ 全代会は、次に掲げる方法による選挙により、議長１人及び副議長２人を選出する。 

(1) 選挙は、構成員の３分の２以上の投票がなければ成立しない。 

(2) 不在者投票及び代理投票は認めない。 

(3) 構成員の過半数の得票者をそれぞれ議長及び副議長とする。ただし、過半数の得票者がな

いときは、決選投票による。 

 

２４ 全代会は、前項により議長及び副議長を選出したときは、担当副学長に報告しなければな

らない。 

 

２５ 議長及び副議長は、全代会でまとめた意見等を担当副学長に報告するとともに、全学の学

生を代表して意見を述べることができる。 

 

（学類等クラス連絡会） 

２６ 学類等ごとに、教職員との意見交換、討議、連絡等（以下「意見交換等」という。）を行う

組織として、学類等クラス連絡会（以下「クラス連絡会」という。）を置く。 

 

２７ クラス連絡会においては、次に掲げる事項について意見交換等を行うものとする。 

(1) 学生生活に関する事項 

(2) 教育に関する事項（成績評価及び人事に関する事項を除く。） 

(3) 学園祭、スポーツ・デーその他の学内行事に関する事項 

(4) 学類等で行う行事に関する事項 

(5) クラス会議及びクラス代表者会議の運営に関する事項 

(6) 諸施設に関する事項 

 

２８ クラス連絡会は、次に掲げる者で構成する。 

(1) クラス代表 

(2) 学類長等 

(3) 学生担当教員 

(4) クラス担任教員 

(5) その他学類長等が必要と認める教職員 

 

２９ クラス連絡会は、学類長等が別に定めるところにより、招集するものとする。 

 
３０ 学群長は、当該学群の下に置かれる学類等のクラス連絡会に随時出席することができる。 

 

（学長と全代会との意見交換等） 

３１ 学長は、次の各号のいずれかの事由に該当する場合には、全代会との意見交換等の機会を

設けるものとする。 



 

(1) 全代会の議長から、あらかじめ世話人であるスチューデントサポートセンターに置かれる

学生生活支援室の室員に対し、議題及び日程を明示して開催を申し出た場合であって協議

が整ったとき 

(2) 学長が特に必要と認める場合 

 

（副学長と全代会との意見交換等） 

３２ 担当副学長は、次に掲げる事項について全代会と意見交換等の機会を設けるものとする。 

(1) 学生生活に関する事項 

(2) 教育に関する事項（成績評価及び人事に関する事項を除く。） 

(3) 学園祭、スポーツ・デーその他の学内行事に関する事項 

(4) 全代会の運営に関する事項 

(5) この決定の改正に関する事項 

(6) その他担当副学長が必要と認めた事項 

 
（雑則） 

３３ この決定に定めるもののほか、クラス会議、クラス代表者会議及び全代会の運営並びに

 この決定の実施に関し必要な事項は、担当副学長が別に定める。 

 

３４ この決定は、学生が個人として筑波大学の運営について意見等を述べることを拘束する

 ものではない。 

 

（事務） 

３５ この決定の実施に関する事務は、学生部学生生活課において行う。 

 

附 記 

この決定は、平成１８年４月１日から実施する。 

 

附 記（平１９．３．２６） 

１ この決定は，平成１９年４月１日から実施する。 

２ 平成１９年４月１日から発足する新学群・学類に伴う旧学群・学類の併存期間中におけ

 るクラス代表者会議及びクラス代表者会議議長並びに座長・副座長の取扱いについては、

 別途担当副学長が定める申し合わせによるものとする。 

 

附 記（令 ３．３．１８） 

この決定は、令和３年４月１日から実施する。 

 

附 記（令 ○．○．○○） 

この決定は、令和○年○月○日から実施する。 


